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子
ど
も
の
心
と
育
ち
を
考
え
る

シ
リ
ー
ズ
コ
ラ
ム

一
人
で
い
る
こ
と
の
大
切
さ

第3回２
０
２
０
年
度
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
学
校
で
は
新
し

い
学
年
の
準
備
が
続
い
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
、
進

級
や
進
学
の
時
期
を
迎
え
て
、
期
待
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
こ
の
一
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ど
う
し
て

も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
生
活
が
大
き
く
変
わ
っ
た
り
、

制
限
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。
昨
年

度
の
３
月
か
ら
５
月
ま
で
の
３
か
月
間
は
、
小
学
校
か
ら

高
校
ま
で
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
学
校
が
休
校
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
間
、
子
ど
も
た
ち
は
、
か
な
り
多
く
の
時
間

帯
を
自
宅
で
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
、
「
自

宅
で
過
ご
す
」
と
い
う
生
活
様
式
は
、
多
く
の
場
合
は
、

か
な
り
ス
ト
レ
ス
の
多
い
生
活
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
自
由
に
出
歩
く
こ
と
が
で
き
ず
に
閉
じ
込
め

ら
れ
て
い
る
中
で
、
人
に
会
う
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
生

活
だ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
。

と
こ
ろ
が
一
方
で
、
こ
の
時
期
の
こ
と
に
つ
い
て
、
自

分
を
振
り
返
っ
て
み
た
り
、
他
の
方
々
の
体
験
を
聞
い
て

み
た
り
し
ま
す
と
、
ス
ト
レ
ス
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
案

外
「
意
味
の
あ
る
生
活
に
な
っ
た
」
と
感
じ
る
こ
と
も
そ

れ
な
り
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
い
つ
も
の
あ
わ
た
だ
し
さ

が
減
っ
て
「
じ
っ
と
し
て
い
る
時
間
」
を
持
つ
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
振
り
返
っ
た
り
、
こ
れ
か
ら
先
の
こ

と
を
考
え
て
み
た
り
と
い
う
こ
と
が
で
き
た
人
も
お
ら
れ

る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
「
人
に
会
わ
な
い
」
と
い
う
こ
と

は
寂
し
く
も
あ
り
ま
す
が
、
「
一
人
で
自
分
の
こ
と
を
考

え
る
時
間
を
持
て
た
」
と
い
う
面
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

こ
の
「
一
人
で
自
分
の
こ
と
を
考
え
る
」
と
い
う
の
は
、

小
学
校
高
学
年
か
ら
始
ま
る
「
思
春
期
」
と
呼
ば
れ
る
時
期

の
大
切
な
仕
事
で
す
。
そ
し
て
、
一
人
で
い
る
こ
と
と
、
人

と
関
わ
り
な
が
ら
過
ご
す
こ
と
と
、
そ
の
二
つ
の
間
を
、
自

分
に
と
っ
て
ほ
ど
よ
い
ペ
ー
ス
で
行
っ
た
り
来
た
り
し
な
が

ら
生
活
す
る
こ
と
は
思
春
期
を
過
ご
す
上
で
、
大
切
な
心
の

バ
ラ
ン
ス
を
生
み
出
し
ま
す
。
で
す
が
、
今
の
子
ど
も
た
ち

の
暮
ら
し
の
中
で
は
、
「
一
人
で
い
る
こ
と
」
は
、
な
ん
だ

か
悪
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

「
ぼ
っ
ち
」
と
仲
間
か
ら
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
思
春

期
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
な
ん
だ
か
と
て
も
大
変
な
こ

と
の
よ
う
で
す
。
ま
た
、
周
り
の
大
人
た
ち
も
、
「
一
人
で

い
る
こ
と
は
よ
く
な
い
こ
と
だ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
子

ど
も
た
ち
に
強
く
伝
え
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
一
人
で
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
も
、
も

う
一
度
見
直
し
て
み
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
「
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
」
は
、
ス
ト
レ
ス
が

多
く
辛
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ニ
ュ
ー
ト
ン

が
万
有
引
力
の
法
則
な
ど
の
着
想
を
得
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
襲
っ
た
疫
病
の
た
め
、
都
会
の
大
学
を
離
れ
て
自
宅
で

過
ご
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
時
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、

昨
年
８
月
に
は
将
棋
の
藤
井
聡
太
八
段
が
２
冠
を
達
成
し
ま

し
た
が
、
「
コ
ロ
ナ
禍
で
対
局
が
減
る
中
で
、
自
分
の
将
棋

を
見
直
し
た
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
「
動
き
を
止
め

る
こ
と
」
や
「
一
人
で
い
る
こ
と
」
の
意
義
も
、
案
外
大
き

い
よ
う
で
す
。「
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
」
の
持
つ
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

側
面
に
も
、
子
ど

も
た
ち
の
育
ち
を

考
え
る
中
で
、
目

を
向
け
て
み
た
い

も
の
で
す
。

（
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
　
Ｋ
・
Ｍ
）

学習活動の一層の充実

準備と活用を進めています

子どもたち１人ひとりに個別最適化され、資質・能力を
一層確実に育成できる教育ICT環境の実現

・子どもたちに１人１台タブレット端末を貸与
・学校の高速大容量ネット環境を整備

サンキュー ク イ ナ ク

0774-39-9179 平日の午後１時から５時まで メールアドレス　k-soudan@city.uji.kyoto.jp

電話でもメールでも　お気軽にご相談ください

電話番号

「ふれあい教育相談」「ふれあい教育相談」 メールアドレス用
QRコード

宇治市宣伝大使

ちはや姫
小・中学生の皆さん、保護者の皆さん

大型提示装置を使用することで、教師や児童生徒の
端末の画面を全員で共有することもできます。授業で
の意見交流や発表のツールとして活用していきます。

自分の考えなどを伝えるため、写真撮影・文字入力・手書きな
どができるカードを作成し、上の写真のように全体で共有で
きます。また、下の写真のように、カードをつなぎ合わせ、紙芝
居のように発表（プレゼンテーション）することもできます。

漢字練習や計算ドリルを、個人のペースに合わせ
て学習し、苦手な問題は繰り返し学習できます。

各小中学校の代表者に研修を実施 校内研修により、授業での活用イメージを共有

どんどん使って、
使い方に慣れよう。
大事に使ってね。

平成31年度(令和元年度)・令和２年度　京都府学校給食研究会　研究推進委嘱校　

「やる気・根気・元気のある小倉っ子」
～食育を通して学びに向かう力を育む～

小倉小学校

　食の大切さを学ぶことで、やる
気を持って粘り強く学びに向かう
力を育むことを目標に、２年間、京
都府学校給食研究会の研究推進
委嘱校の指定を受け、給食時間
や、食育に関わる掲示、食育の視
点を持った授業研究を進めてき
ました。成果として、給食や日々の食事・食べ物がより身近なものになり、食
に興味を持つ児童が増えました。

「食育コーナーの充実」(お茶飲み場)
　各学年で取り組んだ食に関する学習の足跡
を掲示し紹介しました。

「給食時間」
　校内放送により給食委員会や栄養教諭か
ら、その日の献立や、献立にまつわるエピソー
ドなどを毎日伝えました。

栄養教諭による三大栄養素の授業風景 公開授業

食育コーナーの様子 つながりタイム

【主な取組】

　学習指導要領の改訂により、
教科化となった「特別の教科　
道徳」の公開授業と視聴覚機器
を使い、一斉に視聴する全校道
徳「つながりタイム」の参観、お
よび研究成果を発表する全体会
を実施しました。
　３年間の研究で「対話」を意識した授業を目指し、道徳の授業づくりをし
てきました。成果として、自分の考えや思いを自分のことばで話すことがで

きる児童が増え、他の教科でも自信を
持って発言する児童が見られるように
なってきました。
　今年度は、新型コロナウイルス感染
症拡大防止対策として大会は規模縮
小となり、参加人数は限られましたが、
実践交流のよい機会となりました。

研　究
テーマ

「つながる心をはぐくみ、共に生きる児童の育成」
～地域を愛し、人を愛し、自分を高めることができる道徳教育～

研　究
テーマ

平成30年度～令和２年度　京都府小学校教育研究会　研究協力校

北槇島小学校道徳研究大会　
（令和３年1月15日開催）

これまでの
教育実践 ICT

今年度３学期から、市立小中
学校全児童生徒に１台ずつ
貸与（卒業まで使用）

学習支援ツール

使用するタブレット 端末画面を映す機器

研修の様
子

文字入力に慣れるために
キーボードもついています。



 
 

  
 

京都府教育委員会指定　平成31年度(令和元年度)～令和３年度「未来の担い手育成プログラム研究校」

宇治黄檗学園

黄檗中学校

宇治黄檗学園は開校９年目の施設一体型小中一貫校です。
異学年、異校種交流が日々自然な形で行われ、児童生徒は素直で優しく、

９年間同一集団で学校生活を送るため、相互の理解が進み、児童生徒の仲もと
ても良く、中学進学時に不安を感じる児童の割合が少ないといった特徴が
見られます。
平成27～29年度は、文部科学省の指定を受けて小中学校で「外国語教育」の
研究に取り組み、現在も継続して「英語を用いて表現する力」を育んでいます。
そして、昨年度からは、京都府教育委員会指定「未来の担い手育成プログラム
研究校」として、「課題解決型学習（ＰＢＬ）を通して、認知能力、非認知能力を一体
的に育成する」取組を進めています。「課題解決型学習」では、企業や生徒が設定
した課題の解決にチームで挑み、その解決策を提案します。

■語彙力、基礎的な読解力・論理的思考力
■知識を体系的に理解し、考え、表現する力
■対話や協働を通じて、「新しい答え」や「納得解」
を生み出そうとする力

笠取小学校は宇治市北東部の山間地にあり、入学時に限り、校区外の児
童の入学を一定の条件下に認める京都府初の「特認入学制度」のある山城
地方で唯一のへき地校です。今年度は全校児童20名で様々な取組を行って
います。そのなかでも「探究学習」を柱に、表現力・コミュニケーション能力や、
「不思議や疑問」を、既知の学習内容や自分なりの推論、友だちとの対話など
を通して解決し、理解を深め創造力を高めることを目指しています。

「アサギマダラ大作戦」もその「探究学習」の1つです。渡り鳥のような蝶「アサギマダ
ラ」は、2000キロを超える旅をすることもあるそうですが、まだまだ謎の多い蝶です。そ
の謎を解くための手段の1つ、マーキングの仕方を「アサギマダラの会」から学んだ子ど
もたち。アサギマダラが好む花「フジバカマ」を地域の方にも協力していただき、昨年度
末に植え、今秋、無事に花が咲きました。あとはアサギマダラが飛来した瞬間を捕らえる
だけ。いつくるのか、フジバカマの咲き具合と合わせながら予想し、網を片手に今か今か
と日々観察していたところ、ついにやってきました。教わったとおりマーキングをし、蝶を
放したのですが、なんと5日後に徳島県在住の方から「再捕獲した」とのご連絡をいただ
きました。徳島県まで約160キロ。アサギマダラは、遠く離れた場所にいる人たちとの
「つながり」をも、もたらしてくれました。「どうやってあんな小さな蝶が海の上をずっと飛
び続けたのか」「途中何を食べていたのか」など、子どもたちの疑問がさらに生まれます。
また、再捕獲はそうそうされるものではないということも同時に知り、ますます驚きを隠
しきれない子どもたち。アサギマダラの観察・マーキングを通して沸き起こった様々な疑
問や不思議を、もっと解明していこうという意欲と探究は続きます。

宇治市小中一貫教育推進協議会は、本市の小中一貫教育の取組を総合的に推進することを目的に学識経験者、保護者代表、地域関係団体代表、
学校関係者代表で構成しています。推進協議会では定期的に協議会を開催し、小中一貫教育の取組について協議するほか、各中学校ブロックの取組や
合同研修、授業の様子を視察しています。

今回の視察では導入から９年が経過した中で、小中一貫教育の取組が間違いなく前進していることを実感いた
しました。先生方によるテーマ別の討議の様子ですが、導入当初の同様の会議では見られなかった小中の先生

方が実に溶け合っている感じがして、良い意味で小中の先生の区別がつきま
せんでした。討議の内容も共通の目的意識を持ったうえで、より具体的な話し
合いがなされていたことが印象的でした。
今回の視察では、「新型コロナウイルス感染症」が教育現場に大きな影響を
もたらしていることも知らされました。このコロナ禍がいつまで続くのか見通
せませんが、そんな中であってもスムーズな小中の連携がとれるような手段
の確保が新たな課題として浮上したように思いました。 （委員の感想より）
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アサギマダラ大作戦 ～蝶の不思議に迫る～ 　笠取小学校

宇治市小中一貫教育推進協議会委員による視察から

徳島県で再捕獲の知らせを発表する環境委員会 笠取の里にやってきたアサギマダラ マーキングの様子

網から出したアサギマダラ

アサギマダラの捕獲を見守る児童たち

捕獲したアサギマダラ

英語でプレゼン 英語４技能テストの実施

　リーディングスキルテスト（ＲＳＴ）
を実施し、短い日本語を読んでそ
の意味が正しく論理的に理解でき
るかを測定しています。ＲＳＴの結果
が良いほど、他のテストの結果も良
い傾向が見られ、結果を経年比較
することで、認知能力の伸びを把握できると考えています。

基礎的な読解力・論理的思考力の育成

（全国の中１～中３生徒を母集団とする結果の偏差値）
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ＩＣＴ活用能力の向上〈中３生徒への質問紙調査結果〉

 【令和２年度】 76％
◆授業でのコンピュータの使用頻度
【令和元年度】「ほぼ毎日」

「週１回以上」

◆コンピュータを活用した
　情報収集

◆コンピュータを活用した
　プレゼンのための視覚資料作成

できるどちらかと
言えばできる

どちらかと
言えばできる

どちらかと
言えばできない

47％できる
64％ 45％

2％

34％

どちらかと
言えばできない

できない

6％

2％

課題解決型学習

学びをプロジェクト化
Project Based Learning

世界中に日本茶を普及させるには
どうすればよいか 【中２総合（宇治学）】

『未来の宇治創造プロジェクト』
観光客を増やすにはどうすればよいか
【中２総合（宇治学）】

考える

まとめる

深める

調べる 伝える

（株）祇園辻利と連携

オセアニア州は今後どの地域との結びつきを強めるか 【中１社会】
宇治市を災害に強いまちにするには 【中１総合（宇治学）】

和食の良さを広げるには 【中２家庭】
人に羽は生やせるか 【中３理科】
宇治市への提言 【中３総合（宇治学）】

　　　　　　

課題例 

「正解のない問い」に答える

未来に向かっ
て

育みたい力

〈中３生徒への質問紙調査結果〉
◆自分の考えが伝わるよう工夫して発表している。
◆地域の自然や歴史に関心がある。
◆地域や社会をよくするために何をすべきか考える。 
◆学ぶことや働くことの意味について考えている。
◆学校で取り組んでいることと自分の将来との
　つながりを考えている。
◆家で計画を立てて勉強している。

54％　　 　  81％
34％　　　　  68％
27％　　　　  69％
59％　　　　  73％

42％　　　　  65％
57％　　　　  72％

学力向上の指標となる質問に肯定的に答える
生徒の割合の増加
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各教科の指導においても、単元の課題を設定し、単元のまとまりごとにテストを実施しています。



 
 

  
 

京都府教育委員会指定　平成31年度(令和元年度)～令和３年度「未来の担い手育成プログラム研究校」

宇治黄檗学園

黄檗中学校

宇治黄檗学園は開校９年目の施設一体型小中一貫校です。
異学年、異校種交流が日々自然な形で行われ、児童生徒は素直で優しく、

９年間同一集団で学校生活を送るため、相互の理解が進み、児童生徒の仲もと
ても良く、中学進学時に不安を感じる児童の割合が少ないといった特徴が
見られます。
平成27～29年度は、文部科学省の指定を受けて小中学校で「外国語教育」の
研究に取り組み、現在も継続して「英語を用いて表現する力」を育んでいます。
そして、昨年度からは、京都府教育委員会指定「未来の担い手育成プログラム
研究校」として、「課題解決型学習（ＰＢＬ）を通して、認知能力、非認知能力を一体
的に育成する」取組を進めています。「課題解決型学習」では、企業や生徒が設定
した課題の解決にチームで挑み、その解決策を提案します。

■語彙力、基礎的な読解力・論理的思考力
■知識を体系的に理解し、考え、表現する力
■対話や協働を通じて、「新しい答え」や「納得解」
を生み出そうとする力

笠取小学校は宇治市北東部の山間地にあり、入学時に限り、校区外の児
童の入学を一定の条件下に認める京都府初の「特認入学制度」のある山城
地方で唯一のへき地校です。今年度は全校児童20名で様々な取組を行って
います。そのなかでも「探究学習」を柱に、表現力・コミュニケーション能力や、
「不思議や疑問」を、既知の学習内容や自分なりの推論、友だちとの対話など
を通して解決し、理解を深め創造力を高めることを目指しています。

「アサギマダラ大作戦」もその「探究学習」の1つです。渡り鳥のような蝶「アサギマダ
ラ」は、2000キロを超える旅をすることもあるそうですが、まだまだ謎の多い蝶です。そ
の謎を解くための手段の1つ、マーキングの仕方を「アサギマダラの会」から学んだ子ど
もたち。アサギマダラが好む花「フジバカマ」を地域の方にも協力していただき、昨年度
末に植え、今秋、無事に花が咲きました。あとはアサギマダラが飛来した瞬間を捕らえる
だけ。いつくるのか、フジバカマの咲き具合と合わせながら予想し、網を片手に今か今か
と日々観察していたところ、ついにやってきました。教わったとおりマーキングをし、蝶を
放したのですが、なんと5日後に徳島県在住の方から「再捕獲した」とのご連絡をいただ
きました。徳島県まで約160キロ。アサギマダラは、遠く離れた場所にいる人たちとの
「つながり」をも、もたらしてくれました。「どうやってあんな小さな蝶が海の上をずっと飛
び続けたのか」「途中何を食べていたのか」など、子どもたちの疑問がさらに生まれます。
また、再捕獲はそうそうされるものではないということも同時に知り、ますます驚きを隠
しきれない子どもたち。アサギマダラの観察・マーキングを通して沸き起こった様々な疑
問や不思議を、もっと解明していこうという意欲と探究は続きます。

宇治市小中一貫教育推進協議会は、本市の小中一貫教育の取組を総合的に推進することを目的に学識経験者、保護者代表、地域関係団体代表、
学校関係者代表で構成しています。推進協議会では定期的に協議会を開催し、小中一貫教育の取組について協議するほか、各中学校ブロックの取組や
合同研修、授業の様子を視察しています。

今回の視察では導入から９年が経過した中で、小中一貫教育の取組が間違いなく前進していることを実感いた
しました。先生方によるテーマ別の討議の様子ですが、導入当初の同様の会議では見られなかった小中の先生

方が実に溶け合っている感じがして、良い意味で小中の先生の区別がつきま
せんでした。討議の内容も共通の目的意識を持ったうえで、より具体的な話し
合いがなされていたことが印象的でした。
今回の視察では、「新型コロナウイルス感染症」が教育現場に大きな影響を
もたらしていることも知らされました。このコロナ禍がいつまで続くのか見通
せませんが、そんな中であってもスムーズな小中の連携がとれるような手段
の確保が新たな課題として浮上したように思いました。 （委員の感想より）
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アサギマダラ大作戦 ～蝶の不思議に迫る～ 　笠取小学校

宇治市小中一貫教育推進協議会委員による視察から

徳島県で再捕獲の知らせを発表する環境委員会 笠取の里にやってきたアサギマダラ マーキングの様子

網から出したアサギマダラ

アサギマダラの捕獲を見守る児童たち

捕獲したアサギマダラ

英語でプレゼン 英語４技能テストの実施

　リーディングスキルテスト（ＲＳＴ）
を実施し、短い日本語を読んでそ
の意味が正しく論理的に理解でき
るかを測定しています。ＲＳＴの結果
が良いほど、他のテストの結果も良
い傾向が見られ、結果を経年比較
することで、認知能力の伸びを把握できると考えています。

基礎的な読解力・論理的思考力の育成

（全国の中１～中３生徒を母集団とする結果の偏差値）
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課題解決型学習

学びをプロジェクト化
Project Based Learning

世界中に日本茶を普及させるには
どうすればよいか 【中２総合（宇治学）】

『未来の宇治創造プロジェクト』
観光客を増やすにはどうすればよいか
【中２総合（宇治学）】

考える

まとめる

深める

調べる 伝える

（株）祇園辻利と連携

オセアニア州は今後どの地域との結びつきを強めるか 【中１社会】
宇治市を災害に強いまちにするには 【中１総合（宇治学）】

和食の良さを広げるには 【中２家庭】
人に羽は生やせるか 【中３理科】
宇治市への提言 【中３総合（宇治学）】

　　　　　　

課題例 

「正解のない問い」に答える

未来に向かっ
て

育みたい力

〈中３生徒への質問紙調査結果〉
◆自分の考えが伝わるよう工夫して発表している。
◆地域の自然や歴史に関心がある。
◆地域や社会をよくするために何をすべきか考える。 
◆学ぶことや働くことの意味について考えている。
◆学校で取り組んでいることと自分の将来との
　つながりを考えている。
◆家で計画を立てて勉強している。
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学習活動の一層の充実

準備と活用を進めています

子どもたち１人ひとりに個別最適化され、資質・能力を
一層確実に育成できる教育ICT環境の実現

・子どもたちに１人１台タブレット端末を貸与
・学校の高速大容量ネット環境を整備

サンキュー ク イ ナ ク

0774-39-9179 平日の午後１時から５時まで メールアドレス　k-soudan@city.uji.kyoto.jp

電話でもメールでも　お気軽にご相談ください

電話番号

「ふれあい教育相談」「ふれあい教育相談」 メールアドレス用
QRコード

宇治市宣伝大使

ちはや姫
小・中学生の皆さん、保護者の皆さん

大型提示装置を使用することで、教師や児童生徒の
端末の画面を全員で共有することもできます。授業で
の意見交流や発表のツールとして活用していきます。

自分の考えなどを伝えるため、写真撮影・文字入力・手書きな
どができるカードを作成し、上の写真のように全体で共有で
きます。また、下の写真のように、カードをつなぎ合わせ、紙芝
居のように発表（プレゼンテーション）することもできます。

漢字練習や計算ドリルを、個人のペースに合わせ
て学習し、苦手な問題は繰り返し学習できます。

各小中学校の代表者に研修を実施 校内研修により、授業での活用イメージを共有

どんどん使って、
使い方に慣れよう。
大事に使ってね。

平成31年度(令和元年度)・令和２年度　京都府学校給食研究会　研究推進委嘱校　

「やる気・根気・元気のある小倉っ子」
～食育を通して学びに向かう力を育む～

小倉小学校

　食の大切さを学ぶことで、やる
気を持って粘り強く学びに向かう
力を育むことを目標に、２年間、京
都府学校給食研究会の研究推進
委嘱校の指定を受け、給食時間
や、食育に関わる掲示、食育の視
点を持った授業研究を進めてき
ました。成果として、給食や日々の食事・食べ物がより身近なものになり、食
に興味を持つ児童が増えました。

「食育コーナーの充実」(お茶飲み場)
　各学年で取り組んだ食に関する学習の足跡
を掲示し紹介しました。

「給食時間」
　校内放送により給食委員会や栄養教諭か
ら、その日の献立や、献立にまつわるエピソー
ドなどを毎日伝えました。

栄養教諭による三大栄養素の授業風景 公開授業

食育コーナーの様子 つながりタイム

【主な取組】

　学習指導要領の改訂により、
教科化となった「特別の教科　
道徳」の公開授業と視聴覚機器
を使い、一斉に視聴する全校道
徳「つながりタイム」の参観、お
よび研究成果を発表する全体会
を実施しました。
　３年間の研究で「対話」を意識した授業を目指し、道徳の授業づくりをし
てきました。成果として、自分の考えや思いを自分のことばで話すことがで

きる児童が増え、他の教科でも自信を
持って発言する児童が見られるように
なってきました。
　今年度は、新型コロナウイルス感染
症拡大防止対策として大会は規模縮
小となり、参加人数は限られましたが、
実践交流のよい機会となりました。

研　究
テーマ

「つながる心をはぐくみ、共に生きる児童の育成」
～地域を愛し、人を愛し、自分を高めることができる道徳教育～

研　究
テーマ

平成30年度～令和２年度　京都府小学校教育研究会　研究協力校

北槇島小学校道徳研究大会　
（令和３年1月15日開催）

これまでの
教育実践 ICT

今年度３学期から、市立小中
学校全児童生徒に１台ずつ
貸与（卒業まで使用）

学習支援ツール

使用するタブレット 端末画面を映す機器

研修の様
子

文字入力に慣れるために
キーボードもついています。


